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富山県における蚊類の標高別生息状況
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要約：富山県における蚊類、特にヒトスジシマカAedes albopictusの垂直分布を明らかにするため、

2017年 7 月～ 9 月に富山県内の 2 つの地区、計18地点（立山地区10地点、利賀地区 8 地点）で調査を行っ

た。各地点 1 台ずつオビトラップおよびドライアイストラップを設置し、蚊の幼虫および成虫を採集した。

幼虫採集では 5 属 7 種、成虫採集では 4 属 9 種、合わせて 5 属11種の蚊が得られた。ヒトスジシマカは、

立山地区では標高670ｍの地点まで採集され、標高820ｍと1,070ｍ地点では採集されなかった。利賀地区

では、調査を行った標高730ｍの地点までヒトスジシマカの分布が確認された。県内のヒトスジシマカの

垂直分布限界は、標高730ｍと820ｍの間にあると考えられた。

はじめに

　蚊類の雌はヒトに吸血被害をもたらすだけでな

く、種によっては吸血時に病原体を媒介すること

から感染症対策上重要な分類群である。ヒトスジ

シマカは、デング熱、チクングニア熱、ジカウイ

ルス感染症等を媒介する。これら 3 疾患は、熱

帯・亜熱帯地域で流行しており、国内では輸入症

例が継続的に報告されている（国立感染症研究所，

2016）。2014年には、輸入症例に端を発し、ヒト

スジシマカによって媒介されたと考えられるデン

グ熱の国内流行が69年ぶりに発生した（国立感染

症研究所，2015）。2015年以降はデング熱の国内

感染例は報告されていないものの、輸入症例は増

加傾向にあり、2014年の事例と同様、輸入症例に

端を発する国内感染例の発生が懸念される。デン

グ熱等の感染症対策を行うためには、媒介蚊であ

るヒトスジシマカの生息状況を把握する必要があ

る。

　ヒトスジシマカの生息条件には、年平均気温

11℃または10.8℃以上など、気温が関わっている

と報告されており、国内のヒトスジシマカの分布

限界は、温暖化の進行とともに徐々に東北地方を

北上している（Kobayashi et al., 2002；佐藤ほか，

2012）。また、標高が高くなるに従い気温は低下

するため、標高の高い地点にはヒトスジシマカは

分布できないと考えられるが、温暖化の進行に伴

い、垂直方向にも同蚊の分布域が広がると予測さ

れる。

　富山県においては、平野部ではヒトスジシマカ

は優占して分布しているが（渡辺ほか，2006，

2007； 山 内，2013； 佐 賀 ほ か，2016，2017，

2018）、山岳部の調査では、標高980ｍ以上の地点

にヒトスジシマカの分布は確認されなかった（渡

辺ほか，1990，1991，1992，1993，1994；滝澤ほ
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か，2011）。しかしながら、過去の山岳部の調査

では、標高500ｍと標高980ｍの間の地点は調べら

れておらず、県内のヒトスジシマカの垂直分布は

明らかにされていない。そこで、現時点のヒトス

ジシマカの垂直分布限界を明らかにすることを目

的に、2017年に県内の蚊類の標高別生息状況を調

査したので報告する。

調査方法

 1 ．調査期間および調査地

　ヒトスジシマカの生息を確認する目的から、調

査期間は2017年 7 月～ 9 月とした。調査地は、ヒ

トスジシマカの吸血嗜好性から、ヒトが往来し、

ある程度の標高がある県内の東西 2 地区を選定し

た。県東部の立山地区は、観光客の多い称名滝に

通じる県道沿いに 10地点（標高270～1,070ｍ）で、

県西部の利賀地区は、集落が点在する利賀川およ

び百瀬川沿いに 8 地点（標高240～730ｍ）で調査

を行った（図 1 ，表 1 ）。調査地点は、できるだ

けヒトの訪れる場所で、蚊成虫の潜伏場所となる

低木の茂みなどがある地点を選んだ。調査地点の

標高は、地図・空中写真閲覧サービス（国土地理

院）の10ｍ間隔の等高線から推計した。

図 1　調査地点

●はヒトスジシマカの採集された地点を、○はヒトスジシ

マカの採集されなかった地点を示す。

表 1　調査地点の概要

 2 ．幼虫調査

　各地点に 1 台のオビトラップを設置し、幼虫お

よび卵の採集を行った。オビトラップは、プラス

チック製の 6 号植木鉢にビニール袋をかぶせ、中

央に直径 7 ㎝の穴をあけた植木鉢の受け皿で蓋を

したものを用いた。ビニール袋には、上端 5 ㎝程

度の位置に直径 5 ㎜の水抜き穴をあけた。オビト

ラップ内部には、汲み置きした水道水500竓と切

り藁を入れ、さらに産卵の際の足がかりとなる黒

い布（ 5 ㎝×20㎝）を垂らした（図 2 ）。立山地

区では 7 月18日に、利賀地区では 7 月26日にオビ

トラップを設置し、約 2 週間の間隔で各々 4 回、

孵化した幼虫および卵の産み付けられた布を回収

した。回収した布は 1 ～ 2 日自然乾燥させた後、

水に浸漬し、卵を孵化させた。水に浸漬後 4 日以

上たっても幼虫のみられないものは産卵されてい

ないと判定した。孵化した幼虫は研究室で飼育

し、羽化させた後、ルーペまたは実体顕微鏡を用

いて分類・計数した。 形態の酷似しているヒト

スジシマカとヤマダシマカAedes flavopictusは、

最初に羽化した個体がヒトスジシマカであった場

合、同一地点の 2 回目以降の羽化個体は検鏡を行

わず、全てヒトスジシマカとして計数した。

図 2　オビトラップ

表1．調査地点の概要

No. 施設の種類 標高(m) No. 施設の種類 標高(m)
1 神社 270 11 路肩 240
2 公民館 410 12 路肩 350
3 観光施設 400 13 別荘 460
4 博物館 470 14 石碑 530
5 別荘 460 15 郵便局 600
6 路肩 540 16 神社 650
7 飲食店 600 17 公園 690
8 飲食店 670 18 神社 730
9 展望台 820
10 公園 1,070

立山地区 利賀地区
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 3 ．成虫調査

　成虫の捕集は、ドライアイスと吸引トラップ

を組み合わせたドライアイストラップを各地点

に 1 台設置して行った（図 3 ）。吸引トラップ は、

CDCライトトラップ512型（John W. Hock社製）

の豆電球を外して用いた。誘引源のドライアイス

は 1 ㎏をクラフト紙で包み、市販の冷蔵バッグに

入れ、トラップの真上または真横に吊るした。ト

ラップは、樹木を利用して地上から約 1 ｍの高さ

に設置し、一昼夜作動させた。トラップの設置は、

立山地区では 7 月18日、   8 月29日、   9 月14日の計

 3 回、利賀地区では 7 月26日、   8 月24日の計 2 回

行った。捕集した蚊は残ったドライアイスととも

に研究室に持ち帰り、ルーペまたは実体顕微鏡

を用いて分類・計数した。形態では同定できな

いアカイエカCulex pipiens pallensとチカイエカ

Culex pipiens form molestusは、アカイエカ群

Culex pipiens groupとした。

図 3　ドライアイストラップ

結　果

 1 ．幼虫調査

　オビトラップを用いた蚊幼虫の採集成績を表 2

に示した。延べトラップ回収台数72台のうち60台

で幼虫または卵が採集され、それらの室内飼育に

より 5 属 7 種4,004個体の成虫が得られた。

　ヒトスジシマカは、立山地区のNo.1 ～ 8（標

高270～670ｍ）の 8 地点および利賀地区のNo. 

15～18（標高600～730ｍ）の 4 地点から採集され

た。立山地区のNo.9、10（標高820ｍ、1,070ｍ）

の 2 地点および利賀地区のNo.11～14（標高240

～560ｍ）の 4 地点からはヒトスジシマカは採集

されなかった。

　そのほかの蚊については、両地区に共通して

キンパラナガハシカTripteroides bambusaと

ヤマトヤブカAedes japonicusの 2 種が、広い

標高域（標高240～1,070ｍ）の多数の地点で頻

繁に採集された。また、両地区合わせて 7 地点

（標高240～1,070ｍ）でコガタクロウスカCulex 

hayashiiが採集された。さらに、立山地区では、 

 5 地点（標高270～470ｍ）からフタクロホシチ

ビカUranotaenia novobscuraが、2 地点（標高

540ｍ、600ｍ）からオオクロヤブカArmigeres 

subalbatusが、1 地点（標高400ｍ）からシロカ

タヤブカAedes nipponicusが採集された。

表 2　オビトラップによる蚊幼虫の採集成績表2．オビトラップによる蚊幼虫の採集成績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
キンパラナガハシカ 237 411 149 72 250 81 80 15 36 5 1,336 14 56 133 125 9 112 - 149 598 1,934
Tripteroides bambusa (4) (4) (4) (4) (4) (3) (3) (1) (2) (1) (30) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (16) (46)
ヤマトヤブカ 3 - - 97 22 - 14 17 81 3 237 249 - 18 16 29 115 50 104 581 818
Aedes japonicus (2) (2) (2) (3) (1) (3) (2) (15) (4) (4) (2) (1) (3) (3) (4) (21) (36)
ヒトスジシマカ 12 47 44 84 105 21 120 1 - - 434 - - - - 8 1 7 49 65 499
Ae. albopictus (3) (4) (2) (3) (4) (2) (4) (1) (23) (1) (1) (2) (1) (5) (28)
フタクロホシチビカ 254 63 103 10 3 - - - - - 433 - - - - - - - - - 433
Uranotaenia novobscura (3) (4) (3) (2) (1) (13) (13)
コガタクロウスカ - - - - - - - 48 - 76 124 31 - - - 62 17 57 18 185 309
Culex hayashii (2) (1) (3) (1) (1) (1) (1) (1) (5) (8)
オオクロヤブカ - - - - - 8 2 - - - 10 - - - - - - - - - 10
Armigeres subalbatus (1) (1) (2) (2)
シロカタヤブカ - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1
Ae. nipponicus (1) (1) (1)

506 521 296 264 380 110 216 81 117 84 2,575 294 56 151 141 108 245 114 320 1,429 4,004
(4) (4) (4) (4) (4) (3) (4) (2) (3) (2) (34) (4) (2) (4) (2) (3) (4) (3) (4) (26) (60)

-：蚊が採集されなかったことを示す。
オビトラップによる調査は、立山地区、利賀地区とも各4回実施した。

計

種名
蚊幼虫の採集個体数（蚊幼虫が採集された回数）

立山地区
小計

利賀地区
小計 計
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 2 ．成虫調査

　ドライアイストラップを用いた蚊雌成虫の捕

集成績を表 3 に示した。18地点中15地点で、

4 属 9 種174個体の雌成虫が捕集された。雄成虫

は、立山地区のNo.1（標高270ｍ）でキンパラナ

ガハシカ1個体が捕集されたのみであった。

　ヒトスジシマカは、利賀地区のNo.12（標高

350ｍ）で雌成虫 2 個体が捕集されたのみで、ほ

かの17地点では捕集されなかった。

　そのほかの蚊については、両地区に共通してシ

ロカタヤブカが広い標高域（標高270～1,070ｍ）

の計14地点で捕集された。特に立山地区のNo.7

の地点では、捕集個体数も多く、生息密度が高

いと考えられた。ほかには、立山地区では、6 地

点（標高270～670ｍ）でオオクロヤブカが、5 地

点（標高400～1,070ｍ）でキンパラナガハシカが、 

 4 地点（標高460～1,070ｍ）でミスジシマカ

Aedes galloisiが、3 地点（標高460～670ｍ）で

ヤマトヤブカが、2 地点（標高270ｍ、460ｍ）で

コガタアカイエカCulex tritaeniorhynchusが、 

 1 地点（標高470ｍ）でアカイエカ群が捕集され

た。利賀地区では、3 地点（標高350～650ｍ）で

カラツイエカCulex bitaeniorhynchusが捕集さ

れた。成虫捕集数は、1 回当たりの個体数がシロ

カタヤブカ以外は10個体以下と少なく、それらの

生息密度は低いと考えられた。

考　察

　今回の調査では、幼虫採集と成虫捕集により合

わせて 5 属11種の蚊が得られた。これらの種のう

ち、コガタクロウスカとフタクロホシチビカは、

カエルなどの変温動物を好んで吸血しヒトを吸血

しないが、ほかの 9 種は、いずれもヒトを吸血す

ることが知られている（佐々ほか，1976）。幼虫

では、キンパラナガハシカ、ヤマトヤブカ、ヒト

スジシマカの 3 種が優占して採集され、成虫では、

シロカタヤブカが優占して捕集された。幼虫採集

と成虫捕集で優占する種が異なる要因としては、

蚊が産卵場所として好む水域の大きさや水質が種

によって異なることが考えられる。全体的に、立

山地区の方が利賀地区よりも幼虫の採集頻度、成

虫の捕集個体数ともに多く、蚊の生息密度が高い

と考えられた。特に、立山地区ではシロカタヤブ

カの成虫の捕集個体数が多く、立山地区で吸血被

害をもたらす主要な蚊はシロカタヤブカであると

考えられた。

　2017年に調査した地点のうち、立山地区では標

高670ｍの地点まで、利賀地区では標高730ｍの地

表 3　ドライアイストラップによる蚊雌成虫の捕集成績表3．CDCトラップによる蚊雌成虫の捕集成績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
シロカタヤブカ 2 2 1 15 20 3 46 9 2 1 101 - 3 1 - 1 - - 1 6 107
Aedes nipponicus (1) (1) (1) (3) (2) (1) (3) (2) (2) (1) (17) (2) (1) (1) (1) (5) (22)
オオクロヤブカ 1 6 1 1 - - 1 10 - - 20 - - - - - - - - - 20
Armigeres subalbatus (1) (2) (1) (1) (1) (1) (7) (7)
コガタアカイエカ 5 - - - 11 - - - - - 16 - - - - - - - - - 16
Culex tritaeniorhynchus (2) (2) (4) (4)
カラツイエカ - - - - - - - - - - - - 2 - - 6 1 - - 9 9
Cx. bitaeniorhynchus (2) (1) (1) (4) (4)
キンパラナガハシカ - - 2 - 1 - - - 4 1 8 - - - - - - - - - 8
Tripteroides bambusa (1) (1) (1) (1) (4) (4)
ミスジシマカ - - - - 1 - 1 - 2 1 5 - - - - - - - - - 5
Ae. galloisi (1) (1) (1) (1) (4) (4)
アカイエカ群 - - - 4 - - - - - - 4 - - - - - - - - - 4
Cx. pipiens group (1) (1) (1)
ヤマトヤブカ - - - - 1 - 1 1 - - 3 - - - - - - - - - 3
Ae. japonicus (1) (1) (1) (3) (3)
ヒトスジシマカ - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - 2 2
Ae.　albopictus (1) (1) (1)

8 8 4 20 34 3 49 20 8 3 157 - 7 1 - 7 1 - 1 17 174
(3) (2) (1) (3) (3) (1) (3) (2) (2) (2) (22) (2) (1) (2) (1) (1) (7) (29)

-：蚊が捕集されなかったことを示す。
ドライアイストラップによる調査は、立山地区では3回、利賀地区では2回実施した。

計

計

種名
蚊雌成虫の捕集個体数（蚊雌成虫が捕集された回数）

立山地区
小計

利賀地区
小計
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点までヒトスジシマカが採集され、立山地区の標

高820ｍ以上の地点では、ヒトスジシマカは採集

されなかった。したがって、2017年の県内のヒト

スジシマカの生息分布限界は、標高730ｍと820ｍ

の間にあることが示唆された。しかしながら、寒

冷な地域でヒトスジシマカが採集されても、翌年

以降採集されない事例がある（滝澤ほか，2011；

佐藤ほか，2012）。すなわち、自動車による人の

移動などに付随して拡散した蚊が夏の間は生息し

たとしても、生息条件を満たさない場合には越冬

出来ず定着しないと考えられる。したがって、ヒ

トスジシマカが調査地点に定着しているか否かを

判定するためには、   2 年以上連続して同蚊が採集

されることを確認する必要がある。

　一方、2014～2016年に長野県および山梨県にお

いて実施されたヒトスジシマカの分布調査では、

その垂直分布限界は標高800ｍであると報告され

ている（平林，2017）。この報告と2017年の県内

調査結果は、ほぼ同等の結果になった。富山県と

長野県・山梨県では、その緯度に大差がないこと

から、標高の等しい地点の気温にも大差はなく、

ヒトスジシマカの垂直分布も同じような傾向を示

すと考えられる。したがって、今回の調査結果か

ら、県内のヒトスジシマカの垂直分布限界を標高

730ｍと820ｍの間にあるとした推察は妥当と言え

る。

　今回の調査でヒトスジシマカが採集されたのは、

幼虫調査では12地点、成虫調査では 1 地点のみで

あった。ヒトスジシマカの生息密度が高い低地の

場合、幼虫の採集地点よりも成虫の採集地点の方

が多いと報告されているが（前川ほか，2016）、

今回の調査のようにヒトスジシマカの生息密度が

低い場合には、幼虫の方が効率よく採集できると

考えられる。ヒトスジシマカの国内の分布北限

も、雨水桝や人工容器に溜まった水溜まりなどの

自然の発生源からの幼虫採集により調査されてい

る（Kobayashi et al., 2002；佐藤ほか，2012）。

著者らが2016年に予備調査を行った際には、既報

（Kobayashi et al., 2002；佐藤ほか，2012）に倣

い自然の発生源を探すことから始めたが、調査地

区内に人の生活する集落が少ないこともあり、

発生源は一部の地点にしか見つからなかった。そ

こで、オビトラップを立山地区は 8 月中旬に、利

賀地区は 9 月上旬に設置したが、その際に、オビ

トラップの内部に切り藁を投入せず、汲み置きの

水道水のみを入れた。そのためか、キンパラナガ

ハシカとヤマトヤブカは多くの地点で採集された

が、ヒトスジシマカは標高の低い１地点で採集さ

れたのみであった。ヒトスジシマカの産卵や孵化

にはオビトラップの水質が影響すると報告されて

いることから（今井・前田，1976；Tang et al., 

2007）、2017年の調査では、産卵を誘引する目的

でオビトラップ内に切り藁を入れたところ、ヒト

スジシマカが高率に採集されるようになった。ヒ

トスジシマカの採集効率を上げるためには、オビ

トラップに水に加えて切り藁を入れることが有効

であると考えられた。

　2016年の調査では、   9 月に入ると蚊幼虫の採集

地点数は減少した。一方、2017年 9 月にヒトス

ジシマカも含めた蚊幼虫が採集された地点数は、 

 7 ～ 8 月と変わらなかった。県内平野部の公園に

おけるヒトスジシマカ成虫の発生消長調査では、

2016年の方が2017年よりもピークが早く、   9 月の

発生数は2016年の方が2017年よりも少なかった（佐

賀ほか，2018）。9 月の幼虫調査における2016年

と2017年の採集地点数の違いは、蚊の発生消長の

年次変動を反映している可能性が考えられた。し

たがって、幼虫調査を行う場合は、成虫による吸

血被害が顕著になる 8 月からよりも、   7 月から開

始する方がよいと考えられた。

　今回の調査により、県内のヒトスジシマカの垂

直分布状況が明らかになった。しかしながら、ヒ

トスジシマカが定着する条件として気温が挙げら

れており（Kobayashi et al., 2002；佐藤ほか，

2012）、県内においても温暖化が進行し、2030年

代には2000年代と比べて山岳部で年平均気温が 

1～1.5℃上昇すると予測されていることから（初

鹿ほか，2015）、ヒトスジシマカの垂直分布限界

の標高は今後高くなると考えられる。したがって、

今後もヒトスジシマカの垂直分布を定期的に調査

する必要がある。
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